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	報 告 者 氏 名
	神原　幸恵

	大 会 名
	IODA ASIAN CHAMPIONSHIP 2010

	開 催 地
	Pattaya, THAILAND

	大 会 期 間
	July 3 till 11, 2010


	開催地域の

様子
	タイの中でもリゾート地なので治安も良く、衛生的な所です。

住民も観光客にとても親切です。

	宿泊場所
	選手と同じ、コ―ジービーチホテルを使用。
会場までは徒歩１０分位でしたが、気温が高く、蒸し暑いので時間によっては結構つらかったです。

ホテルはとても立派でしたが，古い棟と新しい棟ではかなり格差があるので要注意です。

ホテル内はクーラーも完備、食事も安心、部屋からの眺めも抜群です。

ホテルを出るとコンビニも多数あり、生活必需品は全て揃ってます。

	大会のサポーターへの対応は
	食事を予約していたのですが、日によっては選手の食事がやっとという日もあり困りました。
言葉の壁もりましたが、拙い英語もタイ語も一生懸命に理解しようと努力してくれたことにとても感謝しています。

	選手たちの

 コンディションは？


	異国にいるという緊張感もあまりなく、のびのびとレースに参加できました。

昼食を大会側で支度してくれていたのですが、レース状況で食べる時間が遅くなると気温が高いために
危ないかなと思う日もあり、空腹で過ごした時もあったようです。



	サポーターとして気をつけたことは？


	選手の緊張感を無くさないよう、多少の距離間を持って過ごしました。



	海外の選手を見て感じたことは？


	どこの国も日本のセーラーと同じく、子供でありながら自ら考えて行動する姿に感動しました。

引率の大人が選手を子供扱いしない事、それに対する選手の大人の対応にも驚きました。


	日本の選手を見て感じたことは？


	一人で行動することができない選手が多かったようです。
英語力が弱いので、気持ちが少し引けてしまっていたようです。

	Spare dayの過ごし方は？
	前日のレースがあまりできず、スペアデイもレースとなりました。
夕方少し時間が空いたので、外国チームと食事に行って国際交流に時間を使いました。


	日本チームとして

の課題


	もっと外国人に慣れること、語学力を身につけることで自分に自信をつけることが大切かと思います。
自分の気持ちを伝えることができて初めてヨットレースも対等にできるのではないかとおもいます。


	ＪＯＤＡへの要望
	ナショナルチームになった子供たちに、海外へ行った経験者の話を聞かせてもらう会などを行って頂けたらとても良いと思います。

	その他

　
	多感な時期に今まで競い合った中間とともに、日の丸を背負いながら海外でレースに参加できたことは、
子供達には素晴らしい経験になりました。

これは彼らの今後の人生にとても価値のあるレースであったとおもいます。

アジア大会に向けて、多大なるご協力を頂いた事に感謝いたします。



ご協力ありがとうございました　　　　　　　　　ＪＯＤＡ海外派遣委員会

